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当所のコンパクト･アトムカウンタｰは既設のジャ

コｰ3.4mエバｰト型分光分析装置とL字型に組み合

わされて設置され発光装置はエバｰト側にある直

流アｰク高圧交流アｰクユニ･アｰクイグナイト

交流アｰク高圧スパｰクにさらにコンパクト･ア

トムカウンタｰ側にマノレチソｰス(中野電子)をそな

え全部で6種類の発光方法が使用できる.

測定結果は数値放電管によるディジタル表示と同時に

5桁の数字で印字記録され記録計による光電流の時間

的変化も測定できる.

筆者らはここ一年間で装置の組み立て調整を終え

4.の項で述べたごとくペレット法による主成分分析の

検討をほぼ完了した.分析プログラム表にある微量成

分の定量範囲は筆者らの装置による実測値である.

8.おわりに

岩石･鉱物分析用の直読式分光分析装置とそめ適用例
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についてその概要を紹介した.ペレット法のごとく

部分的にはやや詳しく紹介したものもある.このよ

うな機器分析の分野は今後もますます発展することは疑

いない.各装置の発展改良も必要であるカミ同時に

分析試料の粉砕熔融などの前処理を効果的に行なうシ

ステムの確立は重要である.Govindarajuのいうごと

く将来機器分析の分析能率は分析試料の調製スピ

ｰドに規制されるということは明白な事実であるから

である.また大型装置から生産される膨大なデｰタ

を統計的に処理するシステムを確立しなければ装置の

性能を最大限に利用できないであろう.

直読式分光分析装置を設置する場合できればX線螢

光分析装置を併置するとよい.分析元素やその含量

にょっていずれかの装置がすぐれた特長をもっため

である.

(筆者は技術部地球化学課および化学課)
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